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５ 研究の目的 

テロの未然防止あるいはテロ事案発生後の情報分析に役立つ画像解析技術の高度化を

目的とし、以下のサブテーマで実施する。 
テーマ１．全天球カメラを用いた警備支援システムの開発 
テーマ２．インターネット上の画像データを用いた各種解析技術 
テーマ３．画像・映像データベースの構築 

 
６ 成果 

(1) 当初予定していた成果 
テーマ１：全天球カメラ（FLIR社、Ladybug5）を用い、深層学習等の画像解析技

術を併用することで、以下の３種類の警備支援システムを開発した。 
(1-1) 全周囲の群衆混雑度及び人数計測システム：全周囲のパノラマ画像に対し、

深層学習等の画像解析技術を用いて人物検出を行うことで、全周囲の各グリ

ッドにおける人数及び混雑度のほぼリアルタイムな計測を可能とした。解析

結果の可視化機能のほか、混雑度が閾値を超えた場合に外部リレーを制御し

て発報させる等の機能も実装した。 
(1-2) 全周囲の群衆行動の異常検知システム：(1-1)で開発した解析技術を発展さ

せ、群衆の急激な離散等の異常をパノラマ画像中から検出する機能を実現し

た。 
(1-3) 全周囲のドローン検知システム：深層学習を用いた物体検出手法を利用し

て、全天球カメラで撮影した全周囲画像中からドローン／鳥／飛行機を検出



し判別する機能を実現した。また、全天球カメラの特性を活かし、画像上で

の物体検出位置を、カメラを原点とする３次元空間内における「方向」へと

変換し、可視化する機能についても実現した。遠方のドローンを全周囲画像

から検出するためには、小物体に対する検出精度を高める必要があるが、検

出精度と検出速度のトレードオフ等について課題が残った。 

テーマ２：写真・ビデオの内容のみから世界規模で撮影場所を特定するための解析

手法を検討した。結果に対する確実性が重要であることから、世界のランドマー

ク画像データベースが存在するという前提のもと、類似画像の検索技術を応用し

て撮影場所特定を行うアプローチを採用した。そのための類似画像検索技術につ

いて、各種アルゴリズムを検討したところ、アルゴリズムにより、特徴的建造物

が含まれる写真検索に適すもの、全体の構図の類似性に対する写真検索に適すも

のがあるといった知見が得られた。また、大規模な画像データベースから効率的

に類似画像を検索するアルゴリズムについても検討を行い、総当たり的な検索方

法と比較して4桁以上の検索速度の向上を確認した。これら基礎的な検索技術の

検討結果を踏まえて、撮影場所特定のためのアプリケーション・ソフトの開発も

行った。 

テーマ３：下記の３種類を構築した。これらは本特別研究で使用されたほか、課題

終了後も関連研究や発展研究で使用できるものである。 
(3-1) 群衆及び不審行動映像データセット： 5つのシチュエーションを想定して

シナリオを作成し、不審行動を含む群衆映像を撮影した。撮影には、エキス

トラ100名を用いた。本映像データセットには夏と冬の季節の異なるバージ

ョンが含まれ、総時間長約6.6時間の規模である。不審と定義された人物等に

ついて、0.5秒ごとの時空間位置等を示すアノテーションデータ（XML形式で

記述）もデータセットに含まれる。不審か否かは状況依存的であり、最新の

異常検知技術による解析を試みたところ、既存の異常検知のための公開デー

タセットと比較して、本データセットは挑戦的な問題設定となっていること

が分かった。 
(3-2) 改ざん映像データセット：映像に対する改ざんの検出技術の推進を目的と

し、6種類の改ざん映像を作成した。同じ素材映像を用い、技術レベルを3段
階（アマチュア、プロ[PC編集]、プロ[スタジオ編集]）設定して作成した。既

存の公開データセットは静止画像を対象とするものがほとんどであり、我々

が知る限り、素材映像と共に公開されている改ざん映像データセットは他に

はない。 
(3-3) 世界のランドマーク写真画像データベース：テーマ２に関連して作成した。

GeoNamesを利用しインターネット上からランドマーク画像を収集する専用



クローラーを開発して、世界32カ国の駅・公園・ビルなどの16万8千カ所につ

いて、約40万枚のユニークな画像を収集した。また、これらの画像を国名・

地名・地物分類・緯度経度等の情報と共に管理するための専用データベース

システムを開発した。ただし、ウェブスクレイピングによる画像収集では目

的としない画像も多く集まり、これらの削除などデータベースとしての情報

の信頼性を担保するための仕組みに課題が残った。 
 

(2) 当初予定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 
テーマ３の成果物は世界的にも希少であったことから利用を希望する研究機関が

多く、映像からの不審人物検出等に関する計8件の共同研究を実施することとなった。

本特別研究終了後も一部の共同研究は継続されており、科学警察研究所内に留まら

ず、幅広く安全安心に資する画像解析技術の発展に今後も貢献できる。テーマ１に関

連して、画像から被写体の幾何学的解析を行う際の誤差の評価方法について、より正

確に誤差を見積もるための誤差伝搬式の改良式を考案し、資料として論文発表した。 
 

(3) 当初想定していたが得られなかった成果 
テーマ１の一部として、期間をおいて撮影した全天球映像から変化箇所を検知す

るシステムも当初は考えていたが、研究期間内でのシステム実装までには至らなか

った。ただし、この目的に関して、同じ全天球カメラ（Ladybug5）を用いた外部機

関での取り組みについて情報収集した。 
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